
摂食時間に及ぼす食品一口量の効果
－一口を２倍量にすると摂食時間は1.4倍に増加する－
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技術の特徴
・テクスチャーの異なるゲル状食品の一口量を3gから6gに2倍にすると、試料の力学
特性に依らず、摂食時間や咀嚼回数が約1.4倍に増加した1) 。
・筋電位を測定すると、咀嚼一回当たりの筋活動は3gと6gで有意差がなかった1) 。
・一口量により食品の食べやすさ感をコントロールできる。

研究の内容

・市販のゲル状食品の物性範囲にある、20種類のゲル2)から、機器測定と官能評価
より、テクスチャーや食べにくさの要因が異なる5種を選んだ3) 。
・3gと6gを一口量として、自由に摂食する際の咀嚼筋筋電位を測定し、咀嚼回数、摂
食時間、一噛み当たりの咀嚼仕事などを比較した1) 。

今後の展開
・米飯など実際のゲル状食品、より大きな一口量の範囲での検証。
・ゲル状食品以外への応用性の検討。
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